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2011年12月7日、8日の2日間、インドネ
シアにおいてBOKOMIを広げるシンポジウム
が開催されました。
BOKOMIは、阪神・淡路大震災を教訓

に、「自分たちのまちは自分たちで守る！」とい
う意識のもと、神戸市内で地域住民により
結成された「防災福祉コミュニティ」を海外に
紹介する際の愛称です。
2010年12月末、神戸の防災福祉コミュ

ニティを参考にして、インドネシア共和国ジョ
グジャカルタ特別州において、現地版BO
KOMIが結成されました。
結成後、このBOKOMIは定期的に熱心

な防災訓練を活発に実施しており、その勢
いは神戸市の防コミにも全く引けを取らない
ほどとなっています。
●インドネシアでも注目を浴び
この現地BOKOMIは、地震・津波を始め

とした災害被害に悩まされ続けているインドネ
シア国内で、大変注目を集めており、国内
各地からの視察団が絶えないそうです。遠く
は数千キロ離れたスマトラ島最北端のバンダ
アチェなどからも視察にやって来るそうです。
●現地シンポジウム開催
BOKOMIの結成に至る経緯や、それぞれ

の団体の関わり方を紹介し、地域コミュニ
ティで防災組織を結成する際に参考となる情
報を共有し、その活動の中心となっている、
楽しみながら防災を学ぶイベント「イザ！ カエ
ルキャラバン！」を実際に体験していただくため
に、2日間にわたる体験型シンポジウムを開
催しました。
シンポジウムには、ジョグジャカルタ市長を
始め、インドネシア国内のさまざまな県や州レ
ベルの教育セクション代表者、災害対策局
代表者や公共事業（福祉事業）セクション代
表者、消防署長など150人程度が参加しま
した。
●共に学びあうBOSAI
神戸をモデルに結成されたBOKOMIです

が、経費不足などのさまざまな課題を工夫を
凝らして乗り越える現地での姿勢など、神戸
が学ぶべきところもたくさんあります。国が
違っても、お互いの良いところを学び合い、
世界中から災害被害に遭う人をひとり人でも
減らすことができればと願います。
（予防課地域防災支援係　竹中邦明）

BOKOMIシンポジウム in Indonesia

「災い」と「祈り」と「絆」。激動の一年だっ
た２０１１年は、真の意味で近代日本の折り
返し地点になるかもしれません。そんな年、
神戸市中央区の年末は比較的平穏に過ぎ
ました。中央消防団の年末警戒は、火災に
よる出動もなく、大雨や寒さに遭遇すること
もなく終えることができました。ただ例年に比
べ、人の往来が少ないことには若干の寂しさ
を憶える年末でした。
中央区は東西に長く、山と海に挟まれて
高低差がかなりある地区もあります。ポンプ
車を持たない中央消防団では、当該地区の
管轄分団が徒歩で坂道をのぼりおりして警
戒に当たっています。また、異人館がある北
野、有名人の参拝や挙式で有名な生田神
社、人と防災未来センターがあるＨＡＴ神戸
地区、近代日本の幕開けに寄与した旧居留
地や乙仲通りなど、観光都市・神戸の主要

スポットを抱えています。そして、神戸の代
表的な商店街である元町商店街や三宮セン
ター街、南京町など、繁華街も多くあります。
そんな街で警戒に当たっていると、行き交う
人や商店で働く人たちが「ご苦労さまです」
「頑張ってください」と声をかけていただき、
心温まる瞬間です。
中央区内にはここ数年、20階建てを超え

る多くの超高層マンションが建設されていま
す。私も、〝超〟は付かないものの、阪神・淡
路大震災で圧壊した旧居留地の再建高層
マンションに戻り、住んでいます。先日、18
階に住んでいる方が、「たばこを吸いにベラ
ンダに出たら拍子木の音が聞こえました。吸
い終えてから思わず、火の後始末を再確認
しました」と話してくれました。消防団員は、
見返りを期待して日々活動しているわけでは
ありませんが、「役に立っている」と思えるの
はうれしいものです。これからも大好きな街の
ために貢献したいと気持ちを新たにしました。
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